










































































































































地至一地」（T15, no. 586, p. 36, c6-7）を参照。
3　『楞伽経』に云わく、「十地為初地、初地為八地。九地為七地、七地為八地。二地為三
地、四地為五地。三地為六地、寂滅有何次」（T16, no. 671, p. 555, c14-18）を参照。





















菩薩、亦得是三昧及陀羅尼」（T09, no. 262, p. 56, b18-19）、同巻第六、常不軽菩薩品、
「是比丘臨欲終時、於虚空中、具聞威音王仏先所説法華経二十千万億偈、悉能受持、
即得如上眼根清浄、耳鼻舌身意根清浄。得是六根清浄已、更増寿命二百万億那由他
歳、広為人説是法華経」（同前, p. 51, a3-7）を参照。
5　『仁王経』に云わく、「十善の菩薩は大心を発して、長く三界苦輪の海と別かる」　『仁
王般若波羅蜜経』巻第一、菩薩教化品、「十善菩薩発大心、長別三界苦輪海」（T08, no. 
245, p. 827, b14）を参照。
6　『法華経』に意根の清浄を明かして云わく、「未だ菩薩の無漏の智慧を得ずと雖も、
其の意根の清浄は此の如し」　『法華経』巻第六、法師功徳品、「雖未得無漏智慧、而































故」（T25, no. 1509, p. 139, a24-26）を参照。


















世漏尽智、是為十」（T09, no. 278, p. 445, a7-11）、『維摩経略疏垂裕記』巻第七、「十種
智力者暹云、彼経第十四巻初云、智首菩薩問文殊言、仏子菩薩云何得処非処智力、過
未現在業報智力、根勝劣智力、種種界智力、種種解智力、一切至処道智力、禅解脱三




　清浄真法身」（T09, no. 278, p. 458, a2-3）、同、「菩提心無量　清浄法界等　無著無
所依　無染如虚空」（同前, p. 453, b29-c1）、同、「清浄妙法身　応現種種形……普応一
切世　方便無不現」（同前, p. 454, c2-12）を参照。
12　此の経に不二法門に入りて、無生法忍を得るを明かすなり　『維摩経』巻中、入不
二法門品、「説是入不二法門品時、於此衆中、五千菩薩皆入不二法門、得無生法忍」




















動」（T08, no. 245, p. 827, b25-27） を参照。また、『法華玄義』巻第五上にも、「初住既
爾、三観現前、無功用心断法界無量品無明、不可称計。一往大分、略為十品智断、即
是十住故。仁王云、入理般若名為住。即是十番進発無漏、同見中道仏性第一義理。以






亦入未来、現在諸仏智地」（T09, no. 278, p. 542, c19-24）を参照。
























無所断、是故号仏為無上士」（T12, no. 375, p. 711, c12-15）を参照。また、『法華玄義』
巻第五上に、「等覚地者、観達無始無明源底、辺際智満、畢竟清浄。断最後窮源微細無
明、登中道山頂、与無明父母別、是名有所断者、名有上士也」（T33, no. 1716, p. 734, 
c9-12）と類似の文がある。
16　大涅槃を、諸仏の法界と名づく　『南本涅槃経』巻第四、四相品、「大涅槃者、即是
諸仏如来法界」（T12, no. 375, p. 629, b15）を参照。
17　『大智論』に云わく、「智度の大道は、仏従り来り、智度の深海は、仏、底を窮むる
なり」　『大智度論』巻第一、「智度大道仏従来、智度大海仏窮尽、智度相義仏無礙、稽






























所有煩悩能令漸減。是故復名月愛三昧」（T12, no. 375, p. 724, b11-17）を参照。
21　『涅槃経』に明かさく、「初め従り諸子を秘密の蔵、三徳涅槃に安置し、然る後に我
れも亦た当に此の秘密蔵の中に於いて、般涅槃すべし」　『南本涅槃経』巻第二、哀歎
























































力故、爾乃得過」（T09, no. 278, p. 561, c9-27）、同巻第一、世間浄眼品、「同一法性、覚
慧広大、甚深智境、靡不明達、住於一地、普摂一切諸地功徳、無上智願皆已成満、具
足如来深広密教、悉得一切仏所共法、皆同如来行地、徳力、一切三昧海門皆得自在、
於衆生海如応示現、随其所行、善能建立」（同前, p. 395, b24-29）、同巻第十、明法品、









者、皆現仏身。亦如十四日月、雖有光明、猶不如十五日」（T25, no. 1509, p. 273, b13-



























（T12, no. 375, p. 818, c6-9）を参照。また、『摩訶止観』巻第三下、「今用涅槃五譬釈成
此意。第六云、凡夫如乳、須陀洹如酪、斯陀含如生酥、阿那含如熟酥、阿羅漢・辟支仏・

































如醍醐」（同前, p. 818, b27-c9）を参照。
35　『経』に又た云わく、「雪山に草有り、名づけて忍辱と曰う。牛は若し食さば、即ち
醍醐を得」　『南本涅槃経』巻第二十五、師子吼菩薩品、「善男子、雪山有草、名為忍辱。
牛若食者、則出醍醐。更有異草、牛若食者、則無醍醐」（同前, p. 770, b12-14）を参照。
36　乳は十二部経を諭う　『南本涅槃経』巻第二十五、師子吼菩薩品、「更有異草、牛若
食者、則無醍醐。雖無醍醐、不可説言雪山之中無忍辱草。仏性亦爾。雪山者、名為如
来。忍辱草者、名大涅槃。異草者、十二部経」（同前, p. 770, b14-17）を参照。
37　四譬　直前の『涅槃経』の四つの引用文（前注28-31を参照）に見られる四つの譬喩。
38　密　底本の「蜜」を宋本によって改める。























別異身、而是仏性常一無変」（T12, no. 375, p. 784, c9-14）を参照。
40　五　底本の「六」を、文意と『四教義』巻第十二、「若対経教五味明義、処処皆得見
仏性」（T46, no. 1929, p. 765, c22-23）によって改める。
41　即ち皆な如来の滅度を以て之れを滅度す　『法華経』譬喩品、「我有無量無辺智慧、
力、無畏等諸仏法蔵、是諸衆生皆是我子、等与大乗、不令有人独得滅度、皆以如来滅




























小児、以度於一切」（T25, no. 1509, p. 211, a4-6）を参照。
43　『智度論』に云わく、「世界・対治・為人有るが故に実なり。第一義有るが故に実な
り」　『大智度論』巻第一、「仏法中、有以世界悉檀故実、有以各各為人悉檀故実、有以
対治悉檀故実、有以第一義悉檀故実」（同前, p. 59, b22-24）を参照。
















































































































































































四縁倶息、則三蔵所説之教、能説之人倶廃也」（T46, no. 1929, p. 767, b1-2）を参照。
57　癈　底本の「癡」を、文意と『四教義』によって改める。『四教義』巻第十二、「二明
通教興廃者、興則機興、廃則機廃」（同前, p. 767, b2-3）を参照。


























無礙、無名亦滅、不可説不可示、不可見不可書」（T08, no. 223, p. 256, b10-13）を参照。
59　前注19を参照。
60　浄名は黙然として口を杜ぎ、復た言を以て無言の理を言わず。文殊は称歎して、絶
言を表するなり 「杜口」は、口をふさぐこと、沈黙すること。『維摩経』入不二法門品に
おける維摩詰の沈黙に基づく表現。「絶言」は、言葉で表現できないことを意味する。
『維摩経玄疏』訳注（７）（ 73 ）
ては、即ち教癈し人存す。三徳涅槃は湛然として清浄なり。豈に前の三教の
補処の菩薩、菩提、仏果は、皆な有教無人なるに同じからん。教癈すれば、人
も亦た随いて癈す。権実の意は、此 61 に顕わるるなり。
61　此　底本の「在」を宋本によって改める。
